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方法: 3 年以上経過を観察し得た 223 例を対象に，変量として眼底所見 9 項目( Scott 分類，深層性
出血，表在性出血，硬性白斑，軟性白斑，血管新生，増殖性病変， Scheie 分類動詠硬化性変化および
高血圧性変化)と臨床所見12項目(年令，擢病期間， n町荷指数，収縮期血圧，拡張期血圧，空腹時血












得た。パリマックス分析による第 1 因子では増殖性病変(0.970) と血管新生(0 .948) が，第 2 因子で












Scott 分類 illa ， illb の時期にける眼底および臨床所見の成績と，その後の病像進展との関連性を
検討したところ，深層性出血，表在性出血，空腹時血糖，尿蛋白の 4 変量が，悪性網膜症に進展し
た群と， しなかった群との聞に有意な差を認めた。
さらにこの 2 群を分別し得るように18項目の変量( Scott 分類，血管新生，増殖性病変の 3 変量を








2. 糖尿病性網膜症の程度は収縮期血圧，空腹時血糖，血清コレステロール，尿蛋白， BUN と有意の
相関を認めた。一方，糖尿病他網膜症の進展に関与する因子としては深層性出血，表在性出血，空腹
時血糖，尿蛋白が重要と考えられた。









次いで， 3 年以上10年間経過を観察し， Retrospecti ve に検討した諸因子について，悪性網膜症を示
したものと，然らざるものの両群を分別する一次線牙舛リ別関数を導き， 97.6 %の精度で，予後予測に
応用し得ることを示した。
以上，本研究は，尿病性網膜症の病態を解析し，悪性化に対する予測法を提示したものであり，価
{直あるものと言夏、める。
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